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【図】主要港の舶用燃料供給量（２０２５年上期）

出典：両港の公表データを基に筆者作成　

備考：単位は千㌧、かっこ内はシェア

　

海

運

業

界

で

は

温

室

効

果

ガ

ス

（

Ｇ

Ｈ

Ｇ

）

の

削

減

に

有

効

な

バ

イ

オ

燃

料

へ

の

注

目

が

高

ま

っ

て

い

る

。

近

年

は

油

脂

の

エ

ス

テ

ル

化

に

よ

り

生

成

し

た

脂

肪

酸

メ

チ

ル

エ

ス

テ

ル

（

Ｆ

Ａ

Ｍ

Ｅ

）

と

低

硫

黄

重

油

（

Ｖ

Ｌ

Ｓ

Ｆ

Ｏ

）

を

混

合

し

た

バ

イ

オ

混

合

燃

料

の

利

用

が

増

え

て

い

る

。

こ

れ

ら

バ

イ

オ

混

合

燃

料

は

、

既

存

船

の

太

宗

を

占

め

る

重

油

専

焼

船

で

も

利

用

可

能

な

低

炭

素

燃

料

で

あ

る

た

め

、

Ｅ

Ｕ

規

制

や

国

際

海

事

機

関

（

Ｉ

Ｍ

Ｏ

）

の

中

期

対

策

に

対

応

す

る

上

で

有

望

な

選

択

肢

の

一

つ

と

な

る

。

　

ノ

ル

ウ

ェ

ー

船

級

協

会

（

Ｄ

Ｎ

Ｖ

）

に

よ

れ

ば

、

北

欧

の

Ａ

Ｒ

Ａ

（

ア

ム

ス

テ

ル

ダ

ム

・

ロ

ッ

テ

ル

ダ

ム

・

ア

ン

ト

ワ

ー

プ

）

で

供

給

さ

れ

る

Ｖ

Ｌ

Ｓ

Ｆ

Ｏ

は

２

０

２

３

―

�

年

に

１

㌧

当

た

り

５

０

０

～

６

０

０

㌦

、

混

合

率

�

％

の

バ

イ

オ

混

合

燃

料

（

Ｂ

�

）

は

１

㌧

当

た

り

７

１

０

～

８

８

０

㌦

（

Ｖ

Ｌ

Ｓ

Ｆ

Ｏ

換

算

）

で

推

移

し

て

い

る

。

Ｂ

�

は

Ｖ

Ｌ

Ｓ

Ｆ

Ｏ

に

対

し

て

３

割

以

上

の

プ

レ

ミ

ア

ム

が

あ

る

が

、

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

は

２

割

以

上

低

く

な

る

た

め

、

初

期

の

規

制

対

応

コ

ス

ト

を

抑

え

る

上

で

有

効

な

手

段

と

な

る

。

　

国

内

外

の

海

運

会

社

も

バ

イ

オ

燃

料

の

利

用

を

進

め

て

い

る

。

コ

ン

テ

ナ

船

大

手

は

バ

イ

オ

燃

料

を

使

っ

て

荷

主

の

ス

コ

ー

プ

３

削

減

に

寄

与

す

る

低

炭

素

輸

送

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

し

て

お

り

、

邦

船

大

手

は

自

動

車

船

や

ド

ラ

イ

バ

ル

ク

船

な

ど

で

バ

イ

オ

燃

料

の

試

験

利

用

を

進

め

て

い

る

。

�

年

度

ま

で

に

�

年

度

比

で

二

酸

化

炭

素

（

Ｃ

Ｏ

２

）

排

出

�

％

減

を

目

指

す

内

航

海

運

に

お

い

て

も

バ

イ

オ

燃

料

の

試

験

利

用

や

供

給

網

の

構

築

に

向

け

た

取

り

組

み

が

進

め

ら

れ

て

い

る

。

　

主

要

港

で

も

バ

イ

オ

燃

料

の

供

給

量

は

増

え

つ

つ

あ

る

。

世

界

最

大

の

補

給

地

で

あ

る

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

で

は

年

間

５

千

万

㌧

の

舶

用

燃

料

が

供

給

さ

れ

て

お

り

、

重

油

な

ど

従

来

燃

料

が

大

半

を

占

め

る

が

、

Ｌ

Ｎ

Ｇ

と

バ

イ

オ

混

合

燃

料

の

シ

ェ

ア

は

近

年

、

増

え

つ

つ

あ

る

。

特

に

バ

イ

オ

混

合

燃

料

は

�

年

に

�

万

㌧

（

シ

ェ

ア

１

・

０

％

）

、

�

年

に

�

万

㌧

（

同

１

・

６

％

）

、

本

年

上

期

に

は

�

万

㌧

（

同

２

・

９

％

）

と

堅

調

に

シ

ェ

ア

を

伸

ば

し

て

い

る

（

図

参

照

）

。

世

界

２

番

目

の

補

給

地

で

あ

る

ロ

ッ

テ

ル

ダ

ム

の

燃

料

供

給

量

は

年

間

１

千

万

㌧

に

上

り

、

従

来

燃

料

が

９

割

、

Ｌ

Ｎ

Ｇ

と

バ

イ

オ

混

合

燃

料

が

１

割

を

占

め

る

。

バ

イ

オ

混

合

燃

料

の

供

給

量

は

本

年

上

期

で

�

万

㌧

（

シ

ェ

ア

５

・

７

％

）

と

例

年

よ

り

少

な

い

が

、

�

―

�

年

は

年

間

�

万

㌧

台

（

シ

ェ

ア

７

％

台

）

で

推

移

し

て

い

る

。

Ｄ

Ｎ

Ｖ

に

よ

れ

ば

、

こ

れ

ら

２

港

を

含

め

、

欧

州

や

東

ア

ジ

ア

な

ど

世

界

�

港

以

上

で

バ

イ

オ

燃

料

の

供

給

実

績

が

あ

る

。

　

今

年

�

月

に

Ｉ

Ｍ

Ｏ

中

期

対

策

が

採

択

さ

れ

れ

ば

、

海

運

で

バ

イ

オ

燃

料

の

需

要

が

一

層

増

加

す

る

こ

と

が

見

込

ま

れ

る

が

、

航

空

な

ど

他

セ

ク

タ

ー

と

の

競

合

に

よ

る

供

給

制

約

と

価

格

高

騰

が

懸

念

さ

れ

る

。

海

運

で

は

Ｆ

Ａ

Ｍ

Ｅ

の

他

、

油

脂

の

水

素

化

処

理

で

精

製

し

た

水

素

化

バ

イ

オ

燃

料

（

Ｈ

Ｖ

Ｏ

）

も

利

用

で

き

る

が

、

こ

れ

ら

バ

イ

オ

デ

ィ

ー

ゼ

ル

（

Ｈ

Ｖ

Ｏ

は

再

生

可

能

デ

ィ

ー

ゼ

ル

と

も

呼

ば

れ

る

）

は

陸

運

と

航

空

で

も

利

用

さ

れ

る

。

　

バ

イ

オ

デ

ィ

ー

ゼ

ル

の

年

間

需

要

は

５

千

万

㌧

を

超

え

て

お

り

、

ほ

ぼ

全

て

陸

運

で

使

用

さ

れ

て

い

る

が

、

国

際

エ

ネ

ル

ギ

ー

機

関

（

Ｉ

Ｅ

Ａ

）

に

よ

れ

ば

、

航

空

の

バ

イ

オ

燃

料

需

要

は

�

年

に

か

け

て

大

幅

に

増

え

る

見

込

み

で

あ

り

、

廃

食

油

や

獣

脂

な

ど

原

料

不

足

が

懸

念

さ

れ

る

。

今

後

は

食

料

と

競

合

し

な

い

非

食

用

植

物

の

確

保

な

ど

原

料

の

裾

野

を

如

何

に

拡

げ

る

か

が

課

題

と

な

る

。


